
第2学年 社 会科学習指導案

日   時  平 成 15年  9月 30日 (火)5校 時

生   徒  2年 A組 男 子 16名  女 子 15名

、 指 導 者 胆 沢 町 立 小 山 中 学 校

教 諭  菊 池 ― 洋

1,単 元名

第 3偏 世 界から見た日本のすがた

第1章 さ まざまな面から見た日本

2 日 本の人々のくらし

2.単 元について

(1)教 材観

本単元は、世界的視野から見た日本の地域的特色と日本全体の視野から見た国内の諸地域の特色

を追究し、日本の国上の特色をさまざまな面から大観するとともに、地域的な特色を明らかにする

学習内容を扱う。具体的には、世界的な視野から見て日本では比較的豊な環境の中で人々が生活し

ていることや、その生活が近代化や国F祭化の進展の中で伝統的な生活 '文化が変容してきたこと、

外国から流入した生活 。文化は日本の環境条件に対応させながら取り入れてきたことなどの特色を

理解さ■るとともに(国 内では生活
・
来化の地域による違いが少なくなっているがく一方で全国各

地に特色ある生活 ・文化が見られることを大説させる。

以上のように本単元では、各地域の地誌的な学習にとどまらず、地域的な特色をもとに世界的な

視野で日本全体の生活 。文化をとらえることが必要であり、その上での視点 ・方法を身につけるこ

とが要求される。よって、本単元の指導にあたっては、日本の生活 ・文化の特色について、独自性

を持つ地域や郷土を取り上げ、考え方や学習方法を意識的に学ばせながら理解させるとともに、世

界の国々と比較させながら日本全体の特色をとらえさせていきたい。

(2)生 徒観

課題に意欲的に取り組み、まじめな雰囲気の学級である。論理的な思考力が高い生徒が、疑間を

教師側に積極的にぶつけてくることがある一方、あまり授業に集中できず、内容をほとんど理解で

きない生徒も数名いる。また、「体験的な学習」「問題解決的な学習」を行う場面が不足したことな

どによう、社会科の学習が用語の理解にとどまり、その背景や詳しい内容、その影響、地図中での

位置などと関連付けながら考えることが難しい生徒が多い。さらに、発表力という点でも用語の発

表はできるものの全体の場でそれ以上の内容の発言ができる生徒は少ない。よって、個別学習とグ

ループ学習、全体学習をバランス良く組み合わせながら、授業への集中力を高めるとともに、導入

を工夫し、全体学習の際は使用する資料をより吟味するなどして、考えやすく、発言しやすい雰囲

気作りに努めたい。

(3)指 導観

学習指導要領では 「基礎 ・基本を重視した学習」「問逮解決的な学習」「体験的な学習」「学び方

を学ぶ学習」などを実施することが示されている。よって本時では、その主旨と生徒の実態を踏ま

えて 「学び方を学ぶ学習」を中心に、「問題解決的な学習」を意識しながら学習活動を行わせたい。



1時間の学習時間の中で、(課題の把握)⇒ (1回人 ・グルーブ調査)⇒ (発表 ・質疑)⇒ (考察)

⇒ (課題の解決)⇒ (まとめ)と いう基本的な流れを学ばせ、前時の授業に引き続いて同じ展開で

授業を行うことにより、学習方法の定着を図つていきたい。一連の活動を1時間で行うことにより、

それそれの段階の内容が蕩くなつてしまうことも懸念されるが、時間内に調査 ,考察が可能な課題

に彼つて行わせたい。       ,

3,単 元の指導目標

(1)世 界的な視野に立って、日本の生活 ・文化の特色をつかませるとともに、近代化や国際化の進

展により、伝統的な生活 ・文化が変容していることを理解させる。

(2)日 本国内では生活・文化の地域差が少なくなる一方で、各地に特色ある文化が見られることを

大観させる。

4.指 導計画及び評価計画

学習内容 評価規準 観点 判断基準

A:十 分満足で

きる _

B:お おむね満

足できるi

「C:努 力を要

する」と判断さ

れた生徒への支

援    、

豊かさとくらし

(1時 間)

日本の生活 ・文

化の特色を明ら

かにするため、

食生活の変化や

住宅環 境 の変

化、習慣の変化

などの様子を積

極的に調べよう

とする。

社会的事象への

関心 口意欲 ,態

度

日本の食生活や

住環境変化を示

す資料を収集す

るために、
・
親や

祖父母への聞き

取りに加えてく

文献資料、新聞

資料、インタ千

ネットなどを利

用 しようとす

る。

日本の食生活や

住環境変化を調

べるために、親

や祖父母への間

き取 りを行うこ

とができる。

日本の食生活や

住環境変化に関

係するクイズを

出題 し、家族ヘ

の間き取りや文

献資料や新聞資

料、インターネ

ットなどを利用

しようとする意

欲付けを行う。

くらしの変化と

進む国際化

(1日寺問)

日本の生活 ・文

化の特色を諸外

国と 比較 した

り、近代化や国

際化の視点から

理解 した りす

る。

社会的事象につ

いての知識 ・理

解

日本の生活文化

の特色を外国と

比較 して と ら

え、日本の伝統

文化の中に欧米

の生活様式が影

響を与えている

ことを具体例を

あげて 3つ 以上

説明できる。

日本の生活文化

の特色を外国と

比 較 して と ら

え、日本の伝統

文化の中に欧米

の生活様式が影

響を与えている

ことを具体例を

あげて説明でき

る。

授業のノー トな

どを利用して、

個別に学習内容

を再度 整理 さ

せ、日本の伝統

文化の中に欧米

の生活様式が影

響を与えている

具体例を書かせ

る。



古都 ・京都に見

る生活文化

(1日寺間)

京都の生活 ・文

化 につ いて考

え、話 し合い、

資料を使つて調

べている。

資料活用の技

能 ・表現

京都の独特な

生活・文化の特

徴 について教

科書 ・資料集等

を使って調ぺ、

正 しくわか り

やす くまとめ

る ことがで き

る。

京都の独特 な

生活 '文化の特

徴 につ いて資

料集等 を使 っ

て調べ、正 しく

まとめ ること

ができる。

イロ別に、調べる

資料の探し方を

指導し、通切な

資料を見つけさ

せるとともに、

再度調べた内容

を書かせる。

京都の生活 ・文

化の特徴から、

その独自性につ

いて理解 し、理

由を考察 してい

る。

社会的な思考

判断

京 都 の独特 な

生活 ・文化の特

徴について、歴

史 的背景 に加

えて、近代的な

都 市 と歴 史的

な都市の調和

と いう視点 を

加 えて説明す

る ことがで き

る。「 ・

京都の独特 な

生活 ・文化の特

徴について、歴

史的背景 を中

心 に説明す る

ことができる。

思考 ・判断の発

展 につなが る

資料 を意 図的

に準備 して、京

都の生活 ・文化

の独 自性 につ

いて考 えやす

いよ うに配慮

するど

独自な生活文化

を持つ沖キ邑

(1日寺問)

[本時]

沖縄の生活 ・文

化 に つ いて 考

え、話 し合い、

資料を使 つて調

べている。

資料活 用 の技

能 ・表現

沖 縄の独特 な

生活 。文化の特

徴 につ いて教

科書 ・資料集等

を使つて調べ、

正 しくわ か り

や す くまとめ

る ことがで き

る。

沖縄の独 特 な

生活 ・文化の特

徴 につ いて 資

料集等 を使 っ

て調べ、正 しく

ま とめ る こ と

ができる。

個別に、調べる

資料の探 し方を

指導 し、適切な

資料を見つ|ナさ

せるとともに、

再度調べた内容

を書かせる。

沖縄の生活 ・文

化の特徴から、

その独自性につ

いて考祭 してい

る。

社会的な思考

判断

沖 縄の独特 な

生活 ・文化の特

徴 につ いて 、
「亜熱帯の 自

然 との共生 」
「地理 的条件

に よるアジア

諸 国 とのつな

が りの深 さ」
「歴 史や民族

の独自性」「ア

メ リカ との 関

係」のいずれか

複 数の観点 で

説 明す ること

ができる。

沖縄の独 特 な

生活 ・文化の特

徴 につ いて 、
「亜熱 帯 の 自

然 との共 生 」
`「

地理 的条 件

に よるア ジア

諸 国 との つ な

が りの深 さ」
「歴 史 や民 族

の独自性」 「ア

メ リカ との 関

係」のいずれか

の観点 で説 明

す る ことがで

きる。

思考 ・判断の発

展 につ なが る

資料 を意図的

に準備 して、沖

縄の生活 ・文化

の独 自性 につ

いて考 えやす

いよ うに配慮

する。



郷土の生活文化

を考える

(1日寺間)

日本の生活 ・文

化の特色を明ら

かにするため、

1郷上の生活 ・文

化と関連付けた

りしながら調べ

ようとする。

社会的事象への

関心 ・意欲 ,態

度

郷上の生活 ・文

化の特色を示す

資料を収集する

ために、親や祖

父母への間き取

りに加えて、文

献資料、広報、

公民館などを利

用 しようとす

る。

日本の食生活や

住環境変化を調

べるために、親

や祖父母への聞

き取りを行うこ

とができる。

郷上の生活 ・文

化に関係するも

ので、全国に紹

介できるものを

探す活動を行わ

せ、間き取 りや

文献資料、広報、

公民館などを利

用しようとする

意欲付 け を行

う。

5,本 時の指導

(1)教 材名

「独自な生活文化を持つ沖縄」

(2)本 時の目標

① 「沖縄の生活 ・文化」について考え、話し合い、資料を使つて調べることができる。

② 「沖縄の生活 ・文化」が全国に発信されていることに関心を持ち、その独自性について考え

ることができると
! (3)展

開                                   ｀



段

階

学 習 内 容 動)舌の生 徒 導

態

指

形

教 師 の 支 援

言平                       イ 面

料資

導

入

1  学 習課題の設

定

(1)沖 縄らしい唄を聞き、感想を発表

する.〕

(2)今 日の学習課題を設定する。

学習課題

沖キ電は、なぜ独自の生活・文化を,寺つ

ているのだろうか?

一斉

下斉

沖縄の独4寺なイメージをさ、くらませ、

本時の学習言微を持たせる。 (あまり

深入りしない)
'全 国に発信されている'中杵母の独特な生

活・文化について調べてみようとする

意欲を持たせる。

沖縄の唄

実物資料など

沖縄の地図

展

開

学習課題の解２

央

(1)複 数の資料の中から、沖縄の生

活 ・文化に関係の深いものを選

択し、それぞれ何の資料である

か考える。

(2)グ ループごとに沖縄の生活,文化

の資料について調べる。

① 資料の中から、班で1つ を遷

び、全体で発表できるような内

容を調べる。

② 調べたことを個人でプリント

に記入するとともに、発表用の

画用紙に記入する。

③ 発表者を決める。

④ 時間があるときには、その資料

について、なぜそのような独自

の生活・文化を持つているのか

を考えておく。

(3)グ ループの代表が簡単に発表を

行い、質問 ・意見を出し合う。
く発表内容>
・資料の名前
・資料の簡単な説明
・胆沢町の生活 ・文化と比べてみ

て、何か気づいたこと

(4)沖 縄がなぜ独自の生活 ・文化を

持つているのか考える。

グル
ープ

個人

一 斉

一
斉

体

人

全

個

'全体で資料を吟味した後、個人で何の

資料かを考えさせる。
・学習プリント(記入用紙)を用意する。
・発表用紙に遷んだ資料を貼り付けられ

るようにする。
・調べさせるための資料を用意しておく。
・机問巡視をしながら援助を行う。ただ

し、できるだけ自分たちの力で話し合

わせるようにする。

発表資料を黒板に貼 り出す。

発表された内容にナ寸して、執師側の語

評や補足を行う。

それそれのグループの発表内容を生か

し、関連付けながら、沖縄の生活 ・文

化の独自性について考えさせたい。

発展資料を準備して、沖縄の生活 ・文

化の独自性について考えやすいように

配慮する。

討i田離鞘 革単!既】:

イ
瞬率:翠!認斡塙

1播案ltl草球努

欝離離
1明luむ け革番洋:

・沖縄の資料
「2000円 札」
「沖縄料理」 '
「琉球舞踊」
「アメリカ軍≧

地」
「さんご礁の海

とリツー トホ

テル」
「椰子の実ジュ
ース」

「沖縄の方言」
「住宅とシーサ
ー」

など
・資料
・教科書

「さんこしよう

と台風」
「沖縄と本,11の

雨温図」
「中国 ,台湾の

建物」
「首里城」 「沖

縄の歴史年表」
「豚の料理」
「アメリカ軍政

権下の'中縄」

終

木

3 .ま とめ 今日の学習課題について、自分が学び ・

考えた内容を害 く。

個人
一言

学習プリントに記入させ、本時の学習

内容を整理させる。

数人に発表させる。

・まとめプリント

刀
い

４

確

次時の課題の

学習課題

月里沢町や岩手県から全国にどの

ような生活・文化を発信できるだ

ろうか?

次時の内容を確言3す る。 一
斉

す


